
令和３年度　主要事業等
予算額

（単位：千円）

新規 317

新規 19,959

 

新規 12,872

新規 4,346

継続 4,000

新規 2,050

継続 53,776

母子健康教育事業費

東京オリンピック・パラリンピック関連

　本年に延期された東京オリンピック・パラリンピックの聖火リレーや、レスリング
グレコローマン60kg級に出場する本市出身の文田健一郎選手を応援する。

大村家住宅管理運営費

　昨年度改修工事を実施した大村智名誉市民の生家である住宅と隣接する土蔵をセミ
ナーハウスやお試しシェアハウスとして活用する。

スポーツコミッション事業費

　子育て支援アプリに、妊娠期から3歳頃までの子育てに必要な情報を随時提供する
「きずなメール配信機能」等を追加し、子育て支援の充実を図る。

地域おこし協力隊活用事業

　新たに地域おこし協力隊3名を雇用し、空き家・定住対策、韮崎産赤ワインのブラン
ド化、甘利山グリーンロッジを活用した自然体験・山岳観光の３つの分野の事業の充実
を図る。

　市内スポーツ事業の振興やスポーツイベント等誘致による地域活性化を図るため、韮
崎市スポーツコミッションを設立するための調査、研究を行う。

小中学校情報システム管理費

　教育のICT化を加速するため、小中学校の普通教室１台ずつとなる電子黒板74台と、
GIGAスクール用端末の授業支援への活用や自主学習に取り組める学習支援ソフト等を
導入する。

　建築から約50年を経過する地域の体育館について、市民スポーツや文化の振興、避
難所としての機能の充実を図るため、本年度は穴山屋内運動場の設計と既存施設の解体
を実施し、来年度以降に穴山屋内運動場の建設に着手する。

地域体育館建設事業費



予算額
（単位：千円）

継続 18,443

新規 54,691

拡大 3,856

継続 801

拡大 4,610

継続 132,787 P 78

新規 698

民間宅地開発促進事業費

農業団体育成事業費

　農家の経営安定を図るため、収入保険、園芸施設共済加入者に対し助成を行う。

　市内5地区の公共交通空白地域で実施している70歳以上の高齢者に対するタクシー利
用助成の地域を拡大し、現在、市民乗合タクシー事業として、実証実験している地域に
試験運行する。

高齢者タクシー利用助成事業

災害対策関連

総合運動場整備事業費

　整備後40年以上が経過している市営総合運動場の整備に向けた現況測量調査及び地
質調査を実施する。

　住宅用地の供給を促進し良好な住環境整備を推進するため、分譲用宅地として開発整
備を行う民間事業者及び土地所有者に対し助成を行う。
　事業者　20万円/区画（下水有）・15万円/区画（下水無）
　　　　　25万円/事業（埋蔵文化財本調査）
　　　　　2,000円/㎡（道水路寄附分）
　　　　　2万円/ｍ（配水管寄附分）
　　　　　　（開発面積1,000㎡以上、都市計画区域、上限450万円）
　土地所有者　譲渡価格の５％（上限100万円）

　避難所に災害種別による利用可否等を表示した看板を設置する。【10ヶ所】
　電柱等に浸水深や土砂災害警戒区域等の看板を設置する。【87ヶ所】
　耐震性防火水槽を2基新設する。（神山町、竜岡町）
　避難所となる小中学校体育館や文化ホールなどのトイレを洋式化にする。【83基】

　祖母石、藤井、竜岡にある定住促進住宅への入居者の増加を図るため、内装等の改修
工事を実施する。入居期限が令和2年度末である栄住宅は、昭和42年度建設で老朽化が
著しく、再活用のため解体工事を実施する。

定住促進住宅改修事業費

美しいまちづくり事業費

　特定外来植物であるオオキンケイギクに関する勉強会と実技講習会を開催する。



予算額
（単位：千円）

新規 97,702

継続 5,087

新規 700

新規 4,101

継続 1,215

新規 9,300

継続 2,970

新規 12,298

グリーンゾーン認証取得応援事業費（令和３年度繰越）

　新型コロナウイルス感染症対策として、県が創設したグリーンゾーン認証制度の認定
を受けた事業者に対し助成を行い、事業者の感染症対策の徹底と市民への周知を図る。

緊急経済対策保証料等助成事業費

　新型コロナウイルス感染症の影響により、融資を受けた中小企業の経営の安定を図る
ため、利子と信用保証料の一部を助成する。
　利子補給金　50％（借入後1年間・50万円限度）
　保証料助成　50％（50万円限度）

新型コロナウイルス感染症対策店舗等応援事業費（令和３年度繰越）

小中学校施設整備事業費（令和３年度繰越）

　新型コロナウイルス感染症対策として、換気を徹底するため、小中学校に網戸の設置
と手洗い場の増設を行う。

チームにらさきエール商品券事業費【第２弾】

　地域経済の回復のため昨年11月に販売したチームにらさきエール商品券の第２弾と
して、30％のプレミアム付きの商品券を販売する。

男性の育児休業取得促進事業

　市内の中小企業において、３歳未満の子を養育するために男性従業員等が連続10日
以上の育児休暇を取得した場合、事業者に30万円、労働者に5万円を給付し、男性の育
児参加や家庭と仕事の両立を支援する。

　今年度から実施しているインフルエンサ—による情報発信のほか、市民記者制度を創
設し、市民目線の身近な情報をSNSやホームページで紹介する。また、地域の歴史や自
然、文化などを市内外に発信するためテレビ番組を製作する。

　グリーンゾーン認証取得するため、感染症対策や店舗を改修した費用の一部を助成す
る。

広聴広報事務費

農福連携事業費（令和３年度繰越）

　新型コロナウイルス感染症の影響により、労働機会が減少している就労継続支援事業
所の利用者に、農業活動を委託し、雇用の創出と屋外での活動による感染リスク回避を
図る。


